
目

次

規

則

○
青
森
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
障
害
福
祉
課
）
…
一

規

則

青
森
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

青
森
県
規
則
第
二
十
号

青
森
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

青
森
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
五
年
三
月
青
森

県
規
則
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二

法
第
三
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
保
護
入
院
者
の
入
院
の
期
間
の
更
新
に
係

る
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

医
療
保
護
入
院
者
入
院
期
間
更
新
届
出
書
（
第
五
号
様

式
の
二
）

第
三
条
第
一
項
第
七
号
中
「
第
三
十
三
条
の
七
第
二
項
後
段
」
を
「
第
三
十
三
条
の
六
第
二
項
後

段
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
の
二
中
「
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
六
第
一

項
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
の
三
中
「
第
三
十
三
条
の
七
第
二
項
後
段
」
を
「
第
三
十
三
条
の
六
第

二
項
後
段
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
を
削
り
、
同
項
第
十
号
中
「
第
十
号
様
式
」
を
「
第
九
号
様

式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
号
様
式
の
二
」
を
「
第
十
号
様

式
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
中
「
第
十
号
様
式
の
三
」
を
「
第
十
号
様
式
の
二
」
に
、
「
第
十
号
様
式
の
四
」
を

「
第
十
号
様
式
の
三
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
三
中
「
第
十
号
様
式
の
二
」
を
「
第
十
号
様
式
」
に
、
「
第
十
号
様
式
の
四
」
を
「
第

十
号
様
式
の
三
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
第
十
号
様
式
の
四
」
を
「
第
十
号
様
式
の
三
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
泫
の
４
中
「精

神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
３
３
条
の
７
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準

」
を
「精

神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に

関
す
る
法
律
第
３
３
条
の
６
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準

」
に
改
め

る
。第

四
号
様
式
中
「同

条
第
７
項

」
を
「同

条
第
９
項

」
に
、

「

」

を「

」

に
改
め
、
同
様
式
の
記
載
上
の
留
意
事
項
の
２
中
「法

第
３
３
条
の
７
第
２
項
入
院

」
を
「法

第
３

３
条
の
６
第
２
項
入
院

」
に
改
め
、
同
記
載
上
の
留
意
事
項
中
９
を
削
り
、
８
を
９
と
し
、
７
を
８

青
森
県
報

（毎週月･水･金曜日発行）（ ）1 青 森 県 報 号外第21号令和６年３月29日 金曜日

家
族
等
の
同
意

に
よ
り
入
院
し

た
年
月
日

年
月
日
今
回
の
入
院
年
月
日

年
月
日

入
院

形
態

家
族
等
の
同
意

に
よ
り
入
院
し

た
年
月
日

年
月
日
今
回
の
入
院
年
月
日

年
月
日

今
回
の
医
療
保

護
入
院
の
入
院

期
間

年
月
日
ま
で
入

院
形

態

号
外
第
二
十
一
号

令
和
六
年三

月
二
十
九
日

（
金
曜
日
）



と
し
、
６
を
７
と
し
、
５
を
６
と
し
、
４
を
５
と
し
、
３
を
４
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。３

「
今
回
の
医
療
保
護
入
院
の
入
院
期
間
」
の
欄
は
、
家
族
等
の
同
意
に
よ
り
入
院
し
た
年

月
日
か
ら
３
月
を
上
限
と
し
た
年
月
日
を
記
載
す
る
こ
と
。

第
五
号
様
式
中
「同

条
第
７
項

」
を
「同

条
第
９
項

」
に
、
「の

理
由

」
を
「は

、
そ
の
理
由

」

に
改
め
、
同
様
式
の
記
載
上
の
留
意
事
項
の
２
中
「法

第
３
３
条
の
７
第
２
項
入
院

」
を
「法

第
３

３
条
の
６
第
２
項
入
院

」
に
改
め
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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第
七
号
様
式
中
「第

３
３
条
の
７
第
２
項
後
段

」
を
「第

３
３
条
の
６
第
２
項
後
段

」
に
改
め
、

同
様
式
の
泫
の
４
中
「精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
３
３
条
の
７
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準

」
を
「精

神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る

法
律
第
３
３
条
の
６
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準

」
に
改
め
る
。

第
七
号
様
式
の
二
中
「第

３
３
条
の
７
第
１
項

」
を
「第

３
３
条
の
６
第
１
項

」
に
改
め
、
同
様

式
の
記
載
上
の
留
意
事
項
の
２
中
「ま

た
、
特
定
医
師
の
診
察
に
よ
り
入
院
し
た
場
合
に
は
特
定
医

師
の
採
つ
た
措
置
の
妥
当
性
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

」
を
削
る
。

第
七
号
様
式
の
三
中
「第

３
３
条
の
７
第
２
項
後
段

」
を
「第

３
３
条
の
６
第
２
項
後
段

」
に
、

「の
理
由

」
を
「は

、
そ
の
理
由

」
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
中

「

」

を
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病
名
１
主
た
る
精
神
障
害

Ｉ
Ｃ
Ｄ
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
）

２
従
た
る
精
神
障
害

Ｉ
Ｃ
Ｄ
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
）

３
身
体

合
併
症

生
活
歴

及
び
現

病
歴
（
陳
述
者
氏
名

続
柄

）

初
回
入

院
期
間

年
月
日
～

年
月
日
（
入
院
形
態

）

前
回
入

院
期
間

年
月
日
～

年
月
日
（
入
院
形
態

）

初
回
か

ら
前
回

ま
で
の

入
院
回

数

計
回



「

」

に
、

「

」

を「

」

に
、
「強

制
性
交
等

」
を
「不

同
意
性
交
等

」
に
、
「強
制
わ
い
せ
つ

」
を
「不

同
意
わ
い
せ
つ

」

に
改
め
、
同
様
式
の
記
載
上
の
留
意
事
項
の
２
中
「法

第
３
３
条
の
７
第
２
項
入
院

」
を
「法

第
３

３
条
の
６
第
２
項
入
院

」
に
改
め
、
同
記
載
上
の
留
意
事
項
中
３
及
び
４
を
削
り
、
５
を
３
と
し
、

６
を
４
と
し
、
７
を
５
と
し
、
８
を
６
と
し
、
９
を
７
と
し
、
同
７
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８
「
退
院
に
向
け
た
取
組
の
状
況
」
の
欄
に
つ
い
て
は
、
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
と
の
最

初
の
相
談
を
行
つ
た
時
期
や
そ
の
後
の
相
談
の
頻
度
等
や
、
地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
の
有

無
や
紹
介
し
た
地
域
援
助
事
業
者
と
の
相
談
の
状
況
等
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

第
八
号
様
式
の
記
載
上
の
留
意
事
項
の
10
を
同
記
載
上
の
留
意
事
項
の
９
と
す
る
。

第
九
号
様
式
を
削
り
、
第
十
号
様
式
を
第
九
号
様
式
と
し
、
第
十
号
様
式
の
二
を
第
十
号
様
式
と

し
、
第
十
号
様
式
の
三
を
第
十
号
様
式
の
二
と
し
、
第
十
号
様
式
の
四
を
第
十
号
様
式
の
三
と
す

る
。第

十
一
号
様
式
及
び
第
十
二
号
様
式
中
「強

制
性
交
等

」
を
「不

同
意
性
交
等

」
に
、
「強

制
わ

い
せ
つ

」
を
「不

同
意
わ
い
せ
つ

」
に
改
め
る
。

第
十
四
号
様
式
中

「

」

を「

」

に
改
め
る
。

第
十
八
号
様
式
中
「第

３
３
条
の
７
第
１
項

」
を
「第

３
３
条
の
６
第
１
項

」
に
改
め
る
。

第
十
八
号
様
式
の
二
中

「
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病
名
１
主
た
る
精
神
障
害

Ｉ
Ｃ
Ｄ
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
）

２
従
た
る
精
神
障
害

Ｉ
Ｃ
Ｄ
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
）

３
身
体

合
併
症

重
大
な
問
題

行
動
現
在
の
精
神
症
状
、
そ
の
他
の
重
要
な
症
状
、
問
題
行
動
等
、
現
在
の
状

態
像

退
院
に
向
け

た
取
組
の
状

況

選
任
さ
れ
た
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
の
氏
名
（

）

地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
に
つ
い
て
の
本
人
や
家
族
等
か
ら
の
求
め
又
は

必
要
性
の
（
有
・
無
）

「
有
」
の
場
合
の
紹
介
状
況
（

）

重
大
な
問
題

行
動
現
在
の
精
神
症
状
、
そ
の
他
の
重
要
な
症
状
、
問
題
行
動
等
、
現
在
の
状

態
像

⑷
も
し
も
入
院
中
の
治
療
内
容
や
生
活
に
つ
い
て
、
あ
な
た
に
不
明
な
点
、
納
得
の
い
か
な

い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
病
院
の
職
員
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

⑷
入
院
日
か
ら
７
日
以
内
に
、
退
院
後
の
生
活
環
境
に
関
し
、
あ
な
た
や
ご
家
族
等
か
ら
の

ご
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
、
援
助
等
を
行
う
職
員
と
し
て
、
退
院
後
生

活
環
境
相
談
員
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

⑸
介
護
保
険
や
障
害
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
又
は
そ
の
必
要
性
が
あ

る
場
合
、
介
護
や
障
害
福
祉
に
関
す
る
相
談
先
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
退
院
後
生
活
環
境
相

談
員
等
の
病
院
の
職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑹
も
し
も
入
院
中
の
治
療
内
容
や
生
活
に
つ
い
て
、
あ
な
た
に
不
明
な
点
、
納
得
の
い
か
な

い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
病
院
の
職
員
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

⑺
あ
な
た
の
入
院
中
、
も
し
も
あ
な
た
が
病
院
の
職
員
か
ら
虐
待
を
受
け
た
場
合
、
下
記
に

届
け
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
も
し
も
他
の
入
院
患
者
さ
ん
が
病
院
の
職
員
か
ら
虐
待

を
受
け
た
の
を
見
か
け
た
場
合
も
、
下
記
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

青
森
県
の
虐
待
通
報
に
関
す
る
連
絡
先

病
名
１
主
た
る
精
神
障
害

Ｉ
Ｃ
Ｄ
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
）

２
従
た
る
精
神
障
害

Ｉ
Ｃ
Ｄ
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
）

３
身
体

合
併
症

生
活
歴

及
び
現

病
歴
（
陳
述
者
氏
名

続
柄

）

初
回
入

院
期
間

年
月
日
～

年
月
日
（
入
院
形
態

）



」

を「

」

に
、
「今

後
の
退
院
へ
向
け
た
取
組

」
を
「今
後
の
治
療
方
針

」
に
改
め
、
同
様
式
の
記
載
上
の
留

意
事
項
の
２
中
「法

第
３
３
条
の
７
第
２
項
入
院

」
を
「法

第
３
３
条
の
６
第
２
項
入
院

」
に
改

め
、
同
記
載
上
の
留
意
事
項
の
３
及
び
４
を
削
り
、
同
記
載
上
の
留
意
事
項
の
５
中
「欄

は
、

」
の

次
に
「過

去
１
２
月
間
の
病
状
又
は
状
態
像
の
経
過
の
概
要
及
び

」
を
加
え
、
「必

要
性
に
つ
い
て

も

」
を
「必

要
性
を

」
に
改
め
、
同
５
を
同
記
載
上
の
留
意
事
項
の
３
と
し
、
同
記
載
上
の
留
意
事

項
の
６
中
「こ

と

」
の
次
に
「。

ま
た
、
入
院
後
の
診
察
に
よ
り
精
神
症
状
が
重
症
で
あ
つ
て
、
か

つ
、
慢
性
的
な
症
状
を
呈
す
る
こ
と
に
よ
り
入
院
の
継
続
が
明
ら
か
に
必
要
な
病
状
で
あ
る
こ
と
等

に
よ
り
１
年
以
上
の
入
院
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と

」

を
加
え
、
同
６
を
同
記
載
上
の
留
意
事
項
の
４
と
し
、
同
記
載
上
の
留
意
事
項
中
７
を
５
と
し
、
８

を
６
と
し
、
９
を
７
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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(発
行
所
・
発
行
人
）

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(印
刷
所
・
販
売
人
）

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
八
円
九
十
銭

前
回
入

院
期
間

年
月
日
～

年
月
日
（
入
院
形
態

）

初
回
か

ら
前
回

ま
で
の

入
院
回

数

計
回

過
去
１

２
月
間

の
外
泊

の
実
績

１
不
定
期
的
２
定
期
的
（
ⅰ
月
単
位
、
ⅱ
数
か
月
単
位
、
ⅲ
盆

や
正
月
）
３
な
し

病
名
１
主
た
る
精
神
障
害

Ｉ
Ｃ
Ｄ
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
）

２
従
た
る
精
神
障
害

Ｉ
Ｃ
Ｄ
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
）

３
身
体

合
併
症


